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JST総合支援事業による研究者育成プログラムの開発
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②各種プログラムの集約

Ø 研究者育成プログラム・パッケージ【第１版】
全国の大学研究機関様に

事業の多種多様なプログラムをご参照いただけるよう体系化
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実施機関の多種多様な研究者育成プログラム

実施機関ごとのプログラム
（コースメニュー）
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実施機関の研究者育成プログラムを整理分類

プログラム・コンテンツ
（アラカルトメニュー）
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研究者育成プログラムを整理分類する指標
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プログラム・フレームワークによる分類運営⼿段・⽅法による分類研究者の研究活動による分類
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③海外事例調査

Ø Researcher Developmentにむけた取組を調査

世界の基準、トレンドはどう変化？日本のアカデミアにも馴染む取り組みは？
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海外の研究者育成プログラムの開発状況を調査

国家科学技術人材開発院
（KIRD)  【韓】 

l 調査の詳細は、JST 世界事業HPをご覧ください
https://www.jst.go.jp/innov-jinzai/sekai/survey/casestudy/overseas/

※開発・運営担当者にオンラインでインタビュー

https://www.jst.go.jp/innov-jinzai/sekai/survey/casestudy/overseas/


Distribution of RD program topics in 10 cites

RARE

COMMON

Well-being, DEI, digital literacy, 
self-management, mental health

Publication preparation, grant 
writing, presentation skills, IP, 
tech transfer, general onboarding 

Leadership, cultural acumen 
research management, pedagogy

Career development, networking, 
science communication, outreach

* Mostly US and UK

* US and Europe 

* Present in most  

* Shared by all  

Analized by Dr. Irina Filonova (JST Associate Fellow)
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④共通メニューや標準プログラムの開発

Ø 研究＋αの活動支援プログラム
Ø 研究者のための＋αシリーズ
Ø 教本・副読冊子提供等

全国の大学研究機関様にご利用いただけるように
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研究＋αの活動支援プログラム 〜ネットワーキングを促進〜

ファンドの提供 場の提供
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■ 国内プラットフォームの運営

① 研究者 x 行政の若手 「日本の基礎科学：今後の30年」
② 研究者 x 科学メディアの若手「次世代アカデミアのソーシャルネットワーク」
③ 研究者 x 産業界の若手 「令和時代の産学協同ー企業と大学の理想的なコラボ」
④ 研究者 x 博士起業家 「社会実装に向けたアントレプレナーシップ 」

■ 海外プラットフォームの利用

シンガポールNSF主催 GYSS（Global Young Scientists Summit）
への参加枠を確保。

GYSSとは、ノーベル賞フィールズ賞等の受賞者20名、世界中からトッ
プレベルの若手研究者300名ほどが集うクローズドの会。
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研究者のための＋αシリーズ 〜オンラインセミナー・WSの提供〜
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■プログラム・フレームワークに紐づ
いた講座（セミナー・ワークショップ）を
企画運営

■英国Vitae、JST 国際部、AMED、京
大WPI事業等との連携企画も。

■国内外から多くの研究者が参加。

（2021年のJSTニュースより）

■〜６回/年
開催

■アーカイブ化



教本・副読冊子等の提供

16



17

⑤全国大学研究機関へのプログラムの普及
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全国の⼤学研究機関に利活⽤いただける
効果的なプログラムの構築を！


